
　コクトーの詩の中で，日本で最も人口に膾炙されている詩の一つはなんと

いっても「耳」と題された詩であろう。堀口大學の訳詩集『月下の一群』に掲

載されたのは，大正��年である。

　　私の耳は貝のから

　　海の響をなつかしむ

　テクストにおける〈声〉の生成，テクストの読解を通してわれわれの記憶に

刻みつけられる〈声〉について考えるとき，いつも私の頭に浮かぶのがこの詩

句である。貝の隠喩は，海底の暗闇と人間の底知れぬ記憶の深さを重ね合わ

せ，さらに太古の昔に人間の祖先が海から陸へと上がってきたことさえ喚起さ

せる。「貝」あるいは「私」という身体に刻みつけられた「海の響」は，ノスタ

ルジックな起源のリズムであると同時に絶えず繰り返されるリズムである。起

源から発し，起源へと戻ってゆく，反復的なこの「響」は抒情詩のテクストの

〈声〉の特質につながり，コクトー流の表現で，ポエジーの本質が比喩的に描か

れている。貝は身を失い，殻でしかないが，その殻でしかないものの中で，か

つて身体に刻まれていた記憶がいつまでも共鳴しつづける。このことは，テク

ストと身体性の関係に置き換えて考えることができる。〈声〉のもつ身体性は，

テクストが印刷物になるや文字表現の表面から削り落とされてしまう。しか

し，読解行為を通して，つまりはそこで読者のテクストが誕生するのであるが，

消えたはずの〈声〉の生々しさがわれわれの耳に残ることがある。そこには当

然，〈声〉をテクストという紙の上で再生させるための作家・詩人のぎりぎりの
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表現の彫琢があることは言うまでもない。そのような書き手の側からと，テク

ストの構造，語り，修辞，音韻，律動など，読解行為の側からとの両面からテ

クストにおける〈声〉の問題にアプローチする必要があるのだが，����年代，

��年代のテクスト論においては後者のアプローチが百花繚乱の趣を見せ，近年

のテクスト生成論においては前者のアプローチが脚光を浴びたと言えよう。作

家や詩人の側にたち，テクスト生成以前の，あるいは生成過程における〈声〉

の問題について，ある機会に考えさせられることがあった。

　昨年（����年）９月に協定大学であるボルドー第３大学へ，「〈声〉に関する

文学理論の共同研究」を目的に派遣された。その際，ドミニク・ラバテ教授を

代表とする「フランス近現代文学（モデルニテ）研究」グループの研究会で講

演を依頼された。この講演原稿を基にした論文はこの特集号に掲載されている

のでお読み頂ければ幸いである。講演の中で日本の詩人，中原中也の「サーカ

ス」を題材に詩のテクストと〈声〉の問題の所在を大まかにふれたが，講演後

に，いくつか質問があり，その中で日本における〈声〉の文化・伝統（とくに

演劇的な伝統）とのつながりについて質問を受けた。専門家ではないからと逃

げるわけにもゆかず，大正，昭和初期の童謡・唱歌，童話の流行についてはふ

れてみたものの，フランス人研究者がおそらく聞きたいと思っていたであろう

演劇の伝統との関わりについては，その場で正確な情報を与えることもでき

ず，内心忸怩たる思いであった。考えてみれば，この質問はおそらく一番想定

しておかなければならなかったもので，フランス文学においては創造の営為は

つねに古典主義演劇との関係，換言すると，この〈声〉の文化との対峙の中で

行われてきたものであったということをあらためて思い知らされた。

　��世紀ロマン派の詩人ネルヴァルの場合，ロマン派詩人としてデビューする

以前，ラシーヌ，コルネイーユなど古典悲劇の崇拝者であり，彼らの影響の下

に詩人として出発し，十代で書いたナポレオン叙事詩篇の劇的な，英雄的な発

話にはその影響が顕著にうかがえる。また劇詩人として成功を収めるべく劇作

品を書き続けていたことも忘れてはならない。しかし，この詩人が７月革命へ

の「幻滅」に始まる����年代に小オードという短い抒情詩の形式の中に活路を

見いだそうとし，舞台の〈声〉の身体性をどこかにおいてきたように思えたそ
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の時，突如，����年の「デュメニール草稿詩篇群」が登場する。舞台上の〈声〉

の特性と，もう一つの〈声〉の伝統である抒情�������	，つまり�����（竪琴）に

あわせて歌う詩の特性を同時に併せ持つ詩篇群が書かれたのである。〈声〉の伝

統文化，そしてそこにおける身体性というものがテクストの詩的言語の表現

（印刷術も含めて）の中でどのように埋め込まれているのかという視点から，も

う一度，ネルヴァルを捉え直すと，黙読の読解において，〈声〉の身体性を修辞

的技巧の限りを尽くして，言語の総体に刻み込んでゆこうとした詩人の（ネル

ヴァルが願っていたように）努力を認めなければならないが，同時に一方では

この時から，近代詩の詩的言語が，主体（「私は一個の他者である」）と身体の

ファンタズムをその組織に取り入れ，自律した運動を開始したとみなすことも

できる。

　プロジェクト特集としては３回目になるが，今回もテクストと身体性にかか

わる問題を中心に論文が集まった。金山亮太氏の論文はチャールズ・ディケン

ズにおける演劇的特性を小説の言語表現あるいは視覚的な文体の中に探りなが

ら，まさに文学における身体性の問題を追究している。村上吉男氏の論文は，

シモーヌ・ヴェーユにおける身体の感受性の重要性を指摘したもので，この身

体性（ヴェーユのいわゆる「不幸」）を引き受けることで，超越的な領域に参入

可能になると説いている。この二つの論文では「身体性」がキーワードになっ

ている。また，鈴木孝庸氏の論文は，平家物語の〈語り〉の伝授において，テ

クストと曲節がどれほど固定的であったのかどうか，あるいは流派との関わり

があったのかどうかを探るために，現存の譜本のテクストおよび曲節を比較検

討したものである。〈声〉の伝統の中におけるテクストの位置を考える上でも重

要な論考である。この特集を通じ，「〈声〉とテクスト論」プロジェクトに一人

でも多くの方の理解が得られることを祈念して，擱筆する。
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